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私と糖鎖との出愛　　　　　さくらぎ笑楽好　好調　中泉盛行








　私は、翌年の3月31日、34年間勤めた教職を辞しました。離任式では感慨深いものがありましたが、第二の人生のスタートにワクワクする自分も居ました。


　退職金の大半をつぎ込んで自宅を改築した「さくらぎ笑楽好」で、陶板浴を併設した心身の健康のお手伝いをする相談業と元気な大人が集う様々なイベント企画が始まりました。


たくさんの仲間や新しい人々との｢出愛｣があり、順調な船出でした。しかし、ボランティァ的な相談や企画がメインなので、予想はしていましたが、事業としての収益は少なく、1年が過ぎるころには頼りの退職金が底をつきそうになりました。貞子さんへの殺し文句が現実になる予兆を感じ始めた頃です。私の前に糖鎖栄養療法の「マナテック」の情報が舞い込みました。


正直言って「なんにでも効く」という触れ込みに、最初はマユツバものでした。でも、最初に紹介してくれたKさんも、詳しく伝えに来たFさんも信頼の置ける人たちでしたので、まずは、自分たち夫婦で確かめてみることにしました。すると、すぐに私に変化がありました。この20年間トライアスロンで身体を使いすぎていた私は、アキレス腱痛や肉離れに悩まされていたのですが、それが治癒して普通に走れるようになりました。貞子さんは疲れやすい体質でいつも夜になるとぐったりしていたのが、とっても元気になってびっくり。これは本物のサブリメントと確信して、私のところに相談に来ていた、鬱や引きこもりの人たちにお奨めしました。すると、これまた、びっくり。これまでの一進一退の症状が改善され、短期間で社会復帰するということが起こりました。本人にも増して家族や関係者の喜びは大きいものがありました。その波紋がお客様を呼び込み、マナテックを紹介することがさくらぎ笑楽好のビジネスの一つとして機能していました。そして、気がつくと貞子さんへの殺し文句の現実は回避されていました。
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すると、犬の散歩に出た妻が急いで私を起こします。「朝日が出ている」と。外に出てみるとポッカリとそこだけ開いた地平線と雲間の狭い間に、真っ赤に輝く朝日が出ていました。２～３分で朝日は雲の中に。私はこの束の間の幻想的な朝日を見た瞬間、なぜか「学校を辞めよう」と決断しました。


その夏に、教育長に辞表を提出しました。教育長の驚く顔が今でも思い出されます。私を高く評価してくれていた人を裏切るようなものですので、とても心苦しさがありました。


それにも増して妻の貞子さんの戸惑いは大きなものがありました。この人と共に築いていく第二の人生です。説得し納得してもらう必要があります。私の最後の殺し文句はこれでした。「仮にこれから行うことが最悪のシナリオになったとしても命まではとられない。生活保護を受けても二人がこれまでのように仲良ければ大丈夫だよ。」


翌春の退職まで約半年の猶予がありました。人間、決断して宣言して行動を始めると自分自身のセンサーが敏感になるのを感じました。これまでにはないようなたくさんのアイデァや情報が私に集まり、現在の大人の学校「さくらぎ笑楽好」の構想が出来上がり、大人が元気になる空間が現実のものとなりました。








私の人生に与えられた教職という道は天職でした。大変なこともありましたが未来に向かって成長する子供たちと関わることはとてもやりがいがあり、充実した日々でした。


私は４０歳代の後半に管理職の道を選択しました。その理由の一番は、親孝行を考えたからです。小学校しか出ていない両親にとって息子が校長になることはこの上ない喜びだったと思います。しかし、そんな両親の喜びは束の間でした。私はたった2年で校長職を辞し、定年退職まで3年を残して早期退職の道を選択したからです。


退職の理由は、三つあります。一つ目の理由は、日本中で、子殺し親殺しが当たり前のような昔にはなかったとんでもない事件の続発です。ニュースを見るたびに、このままでは日本が滅びる、子供の教育だけではだめだと思うようになりました。世の中を変えるために、第二の人生は子供を教育するより、まず、大人を変える仕事をしたいと思いました。


二つ目の理由は、私はとっても素敵な学校の校長だったからです。地域もPTAも児童も教職員にも恵まれ天国でした。ここに私は必要ないと思いました。不思議に思うでしょうが事実です。早期退職する身にとってこの素敵な学校は男の花道だとも感じました。逆に大変な学校での早期退職は敵前逃亡と同じになります。また、定年をめでたく迎えてご苦労様という人生を選択するよりも、途中退職し自分を追い込む人生の方が良い仕事ができるとも思いました。


三つ目は、素敵な朝日に遭遇したことです。6月6日の朝日に手を合わせると、とても奇跡的なことが起きるとあるブログに書いていました。2006年6月6日の朝。実は残念ながらその話はすっかり忘れて寝ていたのですが、不思議なことに普段吼えない愛犬鈴が吼えて起こしてくれました。でも、外はドンヨリ曇っています。あきらめて布団に入りなおしました。











私は無宗教の人間ですが、決断し、宣言し、真摯に生きていると神様は見捨てずに、本物情報をプレゼントしてくれるというありがたさに感謝しています。


今では、世のため、人のためと決断して校長職を辞したことは間違っていなかったと確信しています。私は、世の中がおかしくなったのは、「依存型人間」が増えたことだと思っています。自分の身体を薬や病院に依存、教育も食も依存、環境も政治もだれかが良くしてくれるだろうという依存社会。


まずは、自分の身体だけは他に依存せずに、自分の中に備わっている素晴らしい自然治癒力や免疫力を発動させる「自立型人間」が増えることが、この閉塞社会を打開する手がかりだと私は思います。そのツールとしてマナテックの糖鎖栄養療法は画期的であり、これを世に広めることが、私が大人を元気にしたいと思って始めたさくらぎ笑楽好の理念とも一致すると今は確信しています。


貞子さんが元気になったことで、この夏には夫婦の長年の夢だった富士登山も出来ました。嬉しいことに、マナテックの愛用者が増えたことのご褒美で、先日は夫婦でオーストラリア招待旅行まで行かせていただきました。皆様に喜ばれて、そして自分たちも心身共に健康になり、ご褒美までいただける人生に感謝です。


昨日は、私の還暦祝いを娘たちが企画してくれました。私たち家族は糖鎖のお陰で病気知らずです。初孫も糖鎖のお陰でとっても順調な成長です。家族が心身ともに元気で仲良く暮らすことが平和な世の中の第一歩です。最後まで読んでいただき、ありがとうございます。　　　　　　　平成21年9月21日


　　　　　還暦の誕生日の朝に











私は、高山病で苦しい登山になりましたが、貞子さんは元気いっぱい。糖鎖の力は凄い!








